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論 文 の 要 旨 
従来から、動詞の語彙的意味と統語構造との間には一定の関係が存在することが観察されてきた。とりわ
け事象構造という考え方が、意味と統語との接点をめぐる研究において重要視され、活発に議論されてきて
いる（Grimshaw 1990, Jackendoff 1990, Pustejovsky 1995, Levin and Rappaport 1995, Ritter and Rosen 
1998, Borer 2005など）。しかし、この共通の認識にもかかわらず、事象構造を実際にどのような文法シス
テムとして捉えるかは研究者によって大きく異なる。例えば、Jackendoff (1990), Croft (1991), Levin and 
Rappaport (1995) などは概念構造のレベルに事象構造を位置付けるのに対して、Ritter and Rosen (1998), 
























 第 3 章から第 5 章までは、単一経路制約が関わる現象を扱い、本研究が提案する階層的事象構造分析が
その現象に対して自然な説明が与えうることを論じる。単一経路制約とは、一文中に状態変化を表す表現と
位置変化を表す表現が共起できないことを規定した記述的一般化である。 
第 3章では、たとえば The butcher sliced the salami onto the wax paper. や John broke the glass into 









度取り上げ、本研究の主眼である階層的事象構造に基づく分析を提示する。たとえば John broke the vase 
into pieces onto the floor with his right hand. という文に現れる３つの前置詞句は、それぞれ異なる統語
階層に位置付けられ、その結果、それぞれが「結果」「直接的原因」「間接的原因」の解釈をうけることが原
理的に導き出される。 
 第 6 章では、階層的事象構造を仮定することにより、whistle や rumble のような音放出動詞の特異な振









John went into the room through the window. に含まれる２つの経路句は、それぞれ着点および途中経路
という解釈をうけるが、ここにも非対称的な階層関係が存在するという分析が有効となる。 
 第 9章は本研究のまとめである。 
 








りうるとの考え方を採用している。そのことにより、たとえば John broke the vase into pieces onto the 























平成 26 年 1 月 24 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
